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「月刊！スポ協ナビ」６月２５日（木） ～『愛知県中小学

校体育連盟豊橋支所』の方にお話を伺いました～

（出演）豊橋市教育政策課 指導主事 中島大輔

豊橋市スポーツ協会 金田 英樹

FM とよはし いいだ まき

（いいだ）

は～い始まりました。月刊！スポ協ナビ。10 月 10 日が体育の日だった時代

を経て、毎年10月の第二月曜日に変わり、そして名前も体育の日からスポー

ツの日に。それに伴って 2020 年豊橋市体育協会も豊橋市スポーツ協会とな
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りました。今豊橋市でどんなスポーツの大会が開催されているのか、どんな

スポーツが熱いのか。そんな話題を通してスポーツの魅力をお伝えするコー

ナーです。はい、というわけで、今日も豊橋市スポーツ協会から金田さんに

お越しいただいております。金田さんよろしくお願いします。 

（金田）

はい、こんにちは。よろしくお願いします。

（いいだ）

今世間ではワールドカップですね。どうですか。金田さんもご覧になってま

すか？

（金田）

もう見てます。ワールドカップは毎回見てます。

（いいだ）

ワールドカップは時差の関係で、なかなか皆さん早起きされたり。

（金田）

そうですね。そういうところはありますけれども、今回はなんといっても、

テレビで、地上波とBSで放送してもらえるもんですから。特に日本戦は生で

中継してくれますので、本当楽しみですよね。なんと言っても、やっぱり世

界のスポーツですからね。世界中が熱狂するスポーツの祭典ですね。

（いいだ）
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とりわけ、豊橋、豊川の皆さんは、豊川市出身の菅原選手が日本代表で、す

でに出場もされているということで、そこら辺でもちょっと湧いているって

いうのもね。 

（金田）

そうですね。2 試合途中出場なんですけれども、頑張ってますね。途中出場

して活躍されてますので。豊川の方では、パプリックビューイングを開催し

てるようですし、この地方でも盛り上がってるのかなと思います。今、一次

リーグで 1 勝 1 分けで、明日スウェーデン戦があるんですね。朝 8 時からで

すので、見れますね。

（いいだ）

ですね。お仕事休まれるかもね。

（金田）

結構、テレビなんかでファンの人の動きなんか見てるともう休んで観戦して

るっていう人いますね。 

（いいだ）

結構、いますよね。本当に、4 年に一度のお祭りっていうところで、ここで

応援しなくていつ応援するんだっていうのもあると思うんで。

（金田）

やっぱり日本戦は当然日本を応援しますけれども。それ以外の各国の試合も
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世界のトップレベルの試合を展開してくれるので見てて本当に楽しいです。

どの試合を見ても楽しいですね。世界各国のサッカーのレベルって本当すご

い高いなっていうのを改めて思います。本当は現地行って見れるといいんで

すけどね。

（いいだ）

そんなにね、サッカーも詳しくもないですし、本当に俄かサッカーっていう

感じなんですけど、あの熱狂を見ているとやっぱり現地に行って、なんて言

うんでしょうこう雰囲気っていうのを感じてみたいなっていう風に思います

けど。

（金田）

スタンドで、本当に何万人っていう ６～７万人は入ってると思うんですけれ

ども。いっぱいで、それぞれのチームのユニフォームを着てそれで応援する

わけですからね。

（いいだ）

それね、素晴らしいのが、日本のサポーターの皆さんが試合終わりになると

青いビニール袋ね。

（金田）

掲げてやってますね。でもあれ本当に日本の文化と言っていいと思いますね。

素晴らしいですよね。世界の見本ですよ。
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（いいだ）

本当ですね。誇れる日本にね。世界に誇れるところでそうと思いますけど。

（金田）

この話してたらちょっと終わらないので。ということで、本日のゲストです

けれども、加盟団体の方をお呼びしております。愛知県中小学校体育連盟豊

橋支所からお越しいただいています。ではいいださんからご紹介の方お願い

いたします。

（いいだ）

はい、ありがとうございます。それでは改めまして愛知県中小学校体育連盟

豊橋支所で担当をされています豊橋市教育委員会教育政策課指導主事の中島

大輔（なかじまだいすけ）さんです。よろしくお願いいたします。

（中島）

よろしくお願いします。

（いいだ）

はい、だいぶ長い肩書きをご紹介させていただきましたが。もともとは中島

先生だった、今は先生ではないけれどもっていう感じなんですよね。

（中島）

市役所の教育委員会の教育政策課の中で、指導主事として中小学校体育連盟

豊橋支所の担当をしております。 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（いいだ）

はい、もうそちらは何年目でいらっしゃるんですか、

（中島）

今年で 2 年目です。

（いいだ）

先生から普通に職員さんでって。

（金田）

現場から教育委員会に入って、この担当をされてるっていうことですね。 

（中島）

そうですね。

（いいだ）

どうですか。学校を離れて、今のご気分は。

（中島）

転職した気持ちですね。先生になりたくてこの仕事についてた中で、現場を

離れることになったので、ちょっと寂しさはありますね。

（いいだ）

まあ、そうだと思いますけれども。ここから先にまた教育現場に戻られるに

あたり、やっぱり必要な回り道というか、通り道というかっていうところで

はあるんでしょうね。
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（中島）

勉強になることはたくさんあるので、いろんなことを今仕事をしながら学べ

ているので、現場に戻った時に活かせればなとは思っています。

（いいだ）

そうなんですよ。学校とは違うお仕事っていう風にお聞きしましたけれども、

具体的にはどういうことを中心にされているんですか。

（中島）

学校と別の仕事と言いつつも、学校に関わる仕事をしておりまして、中小体

連豊橋支所は小中学校の体育全般の振興を図る目的で設置をされて、豊橋市

内の小中学校で組織しております。やってる事業の内容としては、中学生部

活動の大会の開催だとか、小中学校の体力テストの実施、それから各種指導

者の研修会などを行っています。 

（いいだ）

なるほど、そういうことなんですね。中島先生、もともと体育の先生だった

っていう。

（中島）

そうですね。 

（いいだ）

体育の先生でっていうことで、やってる内容は全てを網羅されてる感じには
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なってるそうですね。その組織としてこうある意味俯瞰して今ご覧になって

いる感じですかね。

（中島）

全体にかかることに携わらせていただいてるという感じですね。

（いいだ）

小中学校の体力テストの実施とかも担当されるんですよね。

（中島）

実施自体は学校でやるんですけども、その結果の集約だとか、豊橋市の体力

の分析といったことをやっています。

（いいだ）

話から少し脱線しちゃいますけど。どうですか。小中学生の体力、運動能力

っていうのはどんな感じなんですか ？ 

（中島）

体力テストの結果を見ますと、やはりちょっと低下傾向にあるかなっていう

のは、データとしては出ています。ただやっぱり一部の子たちがやっぱりそ

の運動が・・・、上の子たちにとっては、昔と比べると能力が高い子たちも

実際いるんじゃないかなっていうのは感じていますね。

（いいだ）

二極化ね。でも平均すると、ちょっと落ちちゃってるかもしれないっていう



9

感じになってくるってことなんですよね。

（中島）

ただそれをなんとか歯止めをかけようと、各小学校中学校でいろんな取り組

みを取ってるのが現状であります。

（いいだ）

そんな愛知県中小学校体位連盟豊橋支所なんですけれども、これっていつ頃

設立されたものなんですか ？

（中島）

自分もこのお話をいただいてから詳しく知ったんですけど、新制小中学校が

発足した昭和２２年 4 月 1 日に創立をしています。当時は小学校は 38 校、

中学校が 18 校だったそうですが、現在は小学校が 52 校、中学校の２３校

が加盟をしています。活動内容は先ほど言ったように、小中学校の部活動の

市内大会の開催、それから体力テストの実施分析、指導者の講習会の開催等

を行ってきています。

（いいだ）

もう終戦直後には設立されていたっていうことですよね。すごいですね。豊

橋支所ということで、愛知県が頭についているってことは、愛知県全体の組

織がまずあるっていうことなんですよね。

（中島）
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そうですね。愛知県に愛知県中小学校体育連盟というものがありまして、愛

知県内の小中学校で組織をしております。で、その中に県内で大きく支部が

分かれていて、東三河支部っていうのがあって、その中に豊橋支所っていう

のがあります。で、県の上には全国の組織がありまして、日本中体連と呼ば

れていて、全国大会、いわゆる全中の開催、それから児童生徒の体力向上に

関する様々な事業を行っています。 

（いいだ）

中小体連の主催も大会というのは、どのように行われているんでしょうか。

（中島）

6 月末から市内の中学校総合体育大会を行っています。これは中学校 3 年生

にとっては、中学校部活動の最後の大会になります。以前は 7 月の中旬頃か

ら行っていたんですが、暑熱対策等も含めて実施時期が早まっているという

のが現状です。今年も今週末 27 日台風の影響が今心配なんですけども、今

週末から市内大会がスタートしまして、各種目で中学生の選手たちは上位を

目指して、トーナメント戦やリーグ戦など行っていきます。で、種目ごとに

東三大会の出場できる枠が決まっているので、東三大会出場権を得た選手、

それから学校が東三大会へと勝ち進んでいきます。で、勝ち上がっていった

選手が県大会、東海大会、全国大会と進んで行きます。種目によっては、記

録を突破することで全国大会で出場することができるものもあります。秋に
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は新人体育大会というものも行っていまして、これは豊橋市で行っているも

のなんですが、新人体育大会は市内大会で一応終わりなんですけども、その

後の上位大会を各協会が行っているものがあって、勝ち上がっていた選手は

出場することができる。そういう流れでやっています。

（いいだ）

この新人体育大会というのは、1 年生が主役みたいな感じなんですか。

（中島）

１，2 年生ですね。 3 年生が抜けた後のですね。

（いいだ）

6 月の大会で 3 年生の皆さんが引退をしたりする中で、そこから体制を立て

直して、9 月にその新体制になった中で競うみたいな。そういう感じなんで

すね。全国大会の出場もっていうお話ありましたけれども、豊橋勢はどんな

感じなんですか？

（中島）

毎年、豊橋市から全国大会に出場している選手がいます。 

（いいだ）

そうなんですね。競技も大体特定してあるんですか。

（中島）

そうですね。昨年度ですと陸上競技、水泳競技あと体操競技で全国大会に出
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場した選手がいました。

（いいだ）

最近、部活動がなかなかままならないっていう話もいろんなところで聞いた

りするんですけれども。中学校で行われている運動部の種目っていうのはど

んな感じなんですか？

（中島）

部活動については、種目は各学校ごとで設置されるものが多少異なってはお

るんですけども、学校の規模とか、生徒の人数で設置する部活動っていうの

は、学校ごとに決まっています。豊橋市では主に運動部は 14 の競技種目の

中で実施されていることが多いです。全部言った方がいいですかね。

（いいだ）

これはそうですね。大体皆さんお分かりになるところかなと思うんですけど。

意外と珍しいところで弓道なんてあるんですよね。ちょっとびっくりしまし

たけれども。

（中島）

弓道は 4 つの学校で設置されてます。

（いいだ）

4 つもなんですね。そうなんですね。すごい。

http://maps.google.co.jp/?hl=ja&q=%E8%B1%8A%E6%A9%8B%E5%B8%82%E3%81%A7%E3%81%AF%E4%B8%BB%E3%81%AB%E9%81%8B%E5%8B%95%E9%83%A8%E3%81%AF14
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（中島）

そうですね。あと近年はあの少子化の影響で、部活動の数が少しずつ減って

きてしまっているという現状があって、廃部になってしまった部活もありま

す。ただ生徒のニーズに応えられるような制度もできていて、複数の学校で

合同チームとして大会に出場できる制度だとか、自分の学校に希望する種目

の部活がない時には、近隣の学校で希望する種目があれば、その部活動に入

部して大会に出場することができるっていう、これ拠点校部活動制度ってい

うんですけれども、そういった制度もできています。

（いいだ）

個人種目だったらね、いいと思うんですけど、野球だとかサッカー、バスケ

ットボールっていうとある程度の人数が集まらないとってなると。でもやり

たい子っていうのは絶対いると思うんですよね。そういう意味で、こういう

制度があるとすごくいいなと思いますけれども。中学校の運動部の数ってい

うのは、今ってどのくらいあるんですか？

（中島）

そうですね。今年度、令和 8 年度については、市内全部の中学校で、 290

ぐらいの運動部活動が設置されています。ただですね、先ほど言ったように、

子供の数が減ってきてしまっているということで、部活動の数もこれまでと

比べると少しずつ減ってきていて、令和 2 年度は市内の中学校の運動部は全

http://maps.google.co.jp/?hl=ja&q=2%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E3%81%AF%E5%B8%82%E5%86%85%E3%81%AE%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%AE%E9%81%8B%E5%8B%95%E9%83%A8%E3%81%AF%E5%85%A8%E3%81%A6%E3%81%A7360
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てで 360 ほどあったんですけども、今 290 なので、 60 から 70 ぐらい

減りました。数が減ってしまっているというのが現状としてあります。

（いいだ）

マックスの時期から比べると 360 よりもっと多かったりすってことですよね。

しょうがないというか、それだけ活動の幅が狭まっていくんだろうなってそ

うなんですね。すごく残念な気がするんですけれども、そうやって子どもの

数が減ることによって、部活動への影響って多々ありますよね。 

（中島）

そうですね。子どもの数が減ってしまうと、どうしても学校に配置される教

員ですね、先生の数も、減ってしまうというのがあるんですね。そうすると

部活動の顧問となる教員が少なくなってしまうので、どうしても部活動の数

を減らさざるを得ない状況にもなってきてしまいます。部活の数が減るって

いうことは、子どもたちにとっては選択肢が少なくなるということで、希望

するスポーツなどに携わる機会に 制限がかかってしまうということを一番心

配してるところです。

（いいだ）

そうですよね。まあこればっかりは本当にしょうがないとしか言えないって

いうのはあるとは思うんですけれども、ここからさらに児童の数が減って、

部活の数も減っていくってなると、これから中学校部活動って本当にどうな

http://maps.google.co.jp/?hl=ja&q=2%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E3%81%AF%E5%B8%82%E5%86%85%E3%81%AE%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%AE%E9%81%8B%E5%8B%95%E9%83%A8%E3%81%AF%E5%85%A8%E3%81%A6%E3%81%A7360
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っていくのかなっていうのがすごく心配になってしまうんですが。

（中島）

そうですね。豊橋市だけではなくて、全国的にも少子化の問題というのは出

ているので、それに伴って、部活の数が減ってきてしまっていることも、国

の方も危惧しています。それもあって、文部科学省の方から「部活動改革及

び地域クラブの推進等に関する総合的なガイドライン」というものも示され

て、新たな部活動の形を検討することが、今求められています。豊橋市とし

ても、このガイドラインを踏まえつつ、今後の部活のあり方について、いろ

んな検討をしているところです。検討の中で、一番大事にしていることは、

子どもたちが将来にわたって、継続的にスポーツの文化芸術活動に親しむこ

とができるような体制を整えていくということを大切にしています。

（いいだ）

拠点校部活動制度っていうのも、その一つの表れなのかなとは思うんですけ

れども。これまでも部活動が徐々に少なくなっていて、色々と見直しもされ

てきてるのかなと思うんですけれども、そういうのってどうなんですか？ど

んなことがされてきてるんですか？ 

（中島）

これまでにも休日とか、平日の活動日、活動時間、それから参加できる大会

についての内容のほか、小学校の部活動、過去はやっていたんですけれども、
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それを実施しないっていうことなどの見直しは行ってきました。特に昨年度

9 月からは大会等の参加を除いて、原則土曜日、日曜日、祝日の活動は行わ

ず、年間 5 回までは必要に応じて行うということを認めるという見直しを行

ってきました。ただ制限をもうけるような見直しだけではなくて、新たな制

度である拠点校部活動制度の運用だったり、あと地域クラブから市内大会へ

の参加を認めたりするということも、弾力的に進めているところです。 

（いいだ）

なるほど、本当にある意味、スポーツの部分を外部にお任せするっていうの

もだんだん必要にもなってくるのかなと思うんですけれども。そこら辺が

色々と学校との間で難しいところではありますよね。じゃあ最後になりまし

たけれども、この放送を聞いてらっしゃる皆さんに中島さんから一言メッセ

ージいただけますでしょうか。

（中島）

教育委員会では、子どもたちが将来にわたって継続的にスポーツ文化芸術活

動に親しむことができるような体制づくりについて検討しております。内容

については随時、豊橋市のホームページ等で発信していきますので、ご理解

ご協力をお願いいたします。また、土曜日の部活動を行わないことによって

生まれた時間を豊橋市が行っている「DOのびるんでスクール」というものが

あって、スポーツや文化芸術活動への体験の機会として、活用していただけ
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れたらと思っております。よろしくお願いします。

（いいだ）

はい、ありがとうございます。部活がなくなってきている代わりに、「DOの

びるんでスクール」が、子どもたちの中では、活動ができる時間になってる

のかなっていうのは、すごくあるし、いろんな選択肢があるんですよね。

（中島）

運動だけじゃなくて、いろんな体験できる場として、用意しています。

（いいだ）

コーチの先生もどんどん増えていってほしいなと思いますし、いろんな子ど

もたちに選択肢が生まれていくといいなと思います。 

（中島）

ありがとうございます。

（いいだ）

ありがとうございました。さあ、金田さん最後になりますけれども、スポー

ツ協会の方からのお知らせ、今月はどうでしょう。 

（金田）

そうですね。いよいよ近づいてきたという話でですね。先月のこの時間でも

紹介させてもらったんですけども、岩田運動公園夜店が 7 月の 3 日 4 日、

10 日 11 日の金曜日土曜日の 4 時から 9 時まで開催されます。実は今高師



18

緑地公園で夜店やってますよね。私この間行ってきたんです。

（いいだ）

どんな感じでした？

（金田）

日曜日だったんですけどもすごい人ですね。やっぱり夜店っていうのは、皆

さんやっぱり行ってみたいっていうか、そこで昔の縁日の様子っていうか、

そういうのを味わってみたいっていう方はたくさん見えるんですね。子ども

から大人までいっぱいで、通りが満員で大変な盛況ぶりでした。さすがに高

師緑地公園より私たちのやる岩田運動公園は、規模が小さいので、店舗数と

かは少ないですけれども、昨年よりはだいぶ増えますので、どうかなと思っ

てるんですが。ぜひ多くの市民の皆さんに、岩田運動公園に来場いただける

とありがたいなというふうに思ってます。それからスポーツ公園なので、ス

ポーツに関わることも市民の皆さんに接してもらいたいということで、庭球

場を使ったピックルボールの体験会だとか、それから市民球場のスタンドに

入ってもらってスコアボードに名前をつけてもらうとか。

（いいだ）

なかなかできる体験じゃないですね。

（金田）

こういうこともやります。チラシの方を配布しておりますし、スポーツ協会



19

のホームページの方に載せてありますので、お越しいただけたらと思います

が、ただ駐車場はありませんのでは徒歩とか公共交通機関を使ってお越しく

ださい。それとアジア大会の関係で、東側の出入り口が今止められてますの

で、他のところを回ってもらうようにして、気をつけて来ていただけたらな

というふうに思っています。はい、ぜひ来てください。

それから今の話にも繋がるんですが、アジア大会開催に伴う岩田運動公園の

利用制限が始まってます。アジア大会の野球競技自体の開催は、9 月の２１

日から２7 日までなんですが、立ち入り禁止エリアの設置が始まってまして、

順次利用制限がかかってきます。すでに 6 月 16 日から今言ったように東側

の出入り口と公園内の東側広場が閉鎖をされています。7月16日からは野球

場と北側駐車場の 一部が閉鎖されてて、8 月にはクラブハウス、それから 9

月にはサッカーラグビー場、庭球場の利用が制限されてきますので、お越し

いただくときは十分注意いただいて、お越しいただけたらなというふうに思

います。この内容についても、スポーツ協会のホームページ、あるいは豊橋

市のホームページに出ていますので、ご覧いただきたいと思います。また総

合スポーツ公園ですね、総合体育館のあるところも同様の対応になりますの

で、そちらを利用する場合もホームページ等でご確認をいただけたらなとい

うふうに思います。

（いいだ）
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はい。そうですね。少しずつ準備が進んでいくってことですかね。

（金田）

そうですね。我々の立場とすると施設を各国から来る皆さんにしっかり使っ

ていただける、気持ちよく使っていただけるような準備をしていきたいなと

いうふうに思っていますけれども、我々も緊張感を持って対応していきたい

なというふうに考えています。

（いいだ）

はい、ありがとうございます。

（金田）

多くの人数の選手が見えると思いますし、アジア各国の選手が来られますの

で、初めての経験なので、若干心配しているところもありますけれども、準

備しっかりして、事故など起こらないようにしっかりした対応をとっていき

たいなというふうに思っているところです。

（いいだ）

色々と岩田運動公園夜店に関わること、駐車場のことなんかも、スポーツ協

会のホームページに案内を教えてくださると思います。そちらの方を皆さん

ご覧いただいて。７月の 3 日 4 日、10 日 11 日の 4 日間ぜひね、遊びに

行っていただきたいなと思います。

（金田）
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アジア大会のチケット販売も 6 月 30 日だと思いますが、一般販売が始まっ

てきますので、そちらの方もぜひ積極的に購入いただいて、豊橋だけじゃな

くて、愛知県内いろんな競技種目やってますので、見ていいただけるといい

かなと思いますし、聖火ランナーのリレーも豊橋でありますので、盛り上げ

ていってほしいと思います。

（いいだ）

はい、本当にアジア競技大会、皆さんで応援をしながらやっていきたいなと

思います。

（金田）

出場する日本選手も決まってきてるみたいですので、ぜひ、日本選手を応援

していい成績を残されたらいいかなというふうに思いますね。

（いいだ）

みんなで一丸となって、頑張っていきましょう。はい、というわけで、月

刊！スポ協ナビ、今日もお届けいたしました。今日のゲストは愛知県中小学

校体育連盟豊橋支所から中島大輔さんにお越しいただきました。そして金田

さんありがとうございました。

（中島、金田） 

ありがとうございました。


